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４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び運行

予定者

４－１．接続ニーズの高い施設と主な流動

流動は市西部の市街地に多く、市東部は一部の流動が多くなっている。

４－２．路線設定のイメージ

利用者の流動や市内の人口密集状況を踏まえ、下図のイメージを基本として路線設定を

行った。
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４－３．運行系統の概要

（１）運行路線

アンケート調査や市民懇談会の結果を踏まえて、Ｎ－バスは５路線に集約し運行を行う。

市役所、市役所前、福祉の家、長久手古戦場駅の４箇所のバス停は、他のＮ－バス路線

への乗り継ぎポイントとする。（路線図は次頁参照）

（２）サービス水準

①運行本数・運行日・使用車両

運行は毎日行い、12/31～1/3までの年末年始は運休する。
車両は小型バス５台を使用し、各路線を運行する。

※：12/31～1/3の年末年始は運休

路 線 概 要

中央線

・南北方向の移動を支える幹線であり、人口増加が著しい長湫南部地区

での移動手段を確保

・利用ニーズが高いので双方向運行

西部線

・藤が丘線や中央線の２路線で補い切れない、市街地内の住民の足を確

保

・住宅密集地の外縁を通るので、幹線としての強化を目指し、双方向運

行

藤が丘線

・リニモから離れたエリアを最寄りの藤が丘駅へ接続

・名鉄バスとの役割分担と、市役所への移動利便の確保を考慮し部分的

に双方向運行

東部線

・一帯は人口が少ないため、主要施設の福祉の家、愛知医大、芸大通駅

を結びながら市役所に接続

・利用者は少ないが、主要施設を通るので双方向運行

三ケ峯線

・一帯は人口が少なく、移動ニーズを考慮して 2つのエリアを集約し市
役所に接続

・路線の延長が長くなるので、双方向運行

路 線

１日運行本数（本/日）

（1/4～12/30） 使用車両

平日 休日

中央線 １３ ９

小型バス５台で

各路線を運行

西部線 １３ ９

藤が丘線 ５ ５

三ケ峯線 ５ ４

東部線 ６ ５

合 計 ４２ ３２ －
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②運行ダイヤ

運行ダイヤは以下の考えで設定を行い、下図に示す運行ダイヤで運行を行う。

・人口密集地を運行する中央線、西部線は運行回数を多くする。

・藤が丘線については、名鉄バスで検討されている路線と一部重複するため、競合し

ないように運行本数を確保するようにする。

・三ケ峯線、東部線については、利用状況に応じた運行本数にする。

ただし、三ケ峯線では、三ケ峯ニュータウン～東小学校間（前東公民館バス停）の

小学児童の通学時間帯に運行するように配慮する。

・他の路線への乗り継ぎ拠点とする「市役所」「市役所前」「福祉の家」「長久手古

戦場駅」では、待ち時間が短縮されるように他の路線との接続性に配慮したダイヤ

とする。

運行ダイヤ：平日

運行ダイヤ：休日

中央線
（右回り）

市役所 76 7

中央線
（左回り）

市役所 74 6

西部線
（右回り）

市役所 73 6

西部線
（左回り）

市役所 75 7

藤が丘線 市役所 62 5

東部線
（右回り）

市役所 49 3

東部線
（左回り）

市役所 50 3

ルート 起終点
所要
時間
（分）

運行
本数

（本/日）
6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時

三ケ峯線 市役所 57 5

中央線
（右回り）

市役所 76 5

中央線
（左回り）

市役所 74 4

西部線
（右回り）

市役所 73 4

西部線
（左回り）

市役所 75 5

藤が丘線 市役所 62 5

東部線
（右回り）

市役所 50 2

東部線
（左回り）

市役所 51 3

11時 12時ルート 起終点
所要
時間
（分）

運行
本数

（本/日）
6時 19時 20時

三ケ峯線 市役所 57 4

13時 14時 15時 16時 17時 18時7時 8時 9時 10時
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③運賃

ア 令和４年３月までの運賃

１乗車１００円とする。

ただし、「市役所」「市役所前」「福祉の家」「長久手古戦場駅」の４箇所の乗り継ぎ

ポイントでは、運転手が発行する『乗継券』により他の路線の利用を可能とする。

また、下記の方の料金は無料とする。

＜運賃無料の対象＞

１）中学生以下の小人

２）長久手市が発行した赤色の「あったかぁど」を携帯している人

３）就学前の児童１人につき同伴の保護者１人

４）妊婦

５）身体障害者手帳の所持者と付添者１人

６）療育手帳の所持者と付添者１人

７）被爆者健康手帳の所持者と付添者１人

８）精神障害者保健福祉手帳の所持者と付添者１人

追加

イ 令和４年４月からの運賃

１乗車１００円とする。

ただし、「市役所」「市役所前」「福祉の家」「長久手古戦場駅」の４箇所の乗り継ぎ

ポイントでは、運転手が発行する『乗継券』により他の路線の利用を可能とする。

また、下記の方の料金は無料とする。

＜運賃無料の対象＞

１）中学生以下の小人

２）就学前の児童１人につき同伴の保護者１人

３）妊婦

４）身体障害者手帳の所持者と付添者１人

５）療育手帳の所持者と付添者１人

６）被爆者健康手帳の所持者と付添者１人

７）精神障害者保健福祉手帳の所持者と付添者１人

８）介護保険法による介護認定者（要支援を含む）と付添者１人（福祉的支援）

９）長久手市高齢者外出促進事業実施要綱第３条第１項第２号の対象者

（運転免許自主返納者）
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４－４．運行期間

新たに策定した第２次長久手市地域公共交通網形成計画の計画期間は令和５年度までで

あり、計画期間中にＮ－バスの見直しを行い、引き続き運行を実施する。

４－５．運行事業者の決定方法

Ｎ－バスの運行を名鉄バス(株)に依頼しているのは、営業所及び車庫が市内に位置し、配
車する上で回送ロスが少なくなることや、代車対応が容易であるなど、立地面や運行経費

等での優位性が非常に高い状況にある。

また、平成10年７月にＮ－バスの運行を始めて以降、名鉄バス株式会社に運行を委託し
ており、これまでは特に問題なく運行を行ってきている。

このことから、引き続き名鉄バス株式会社に運行を委託する。

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

令和４年度

事業
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４－６．地域公共交通確保維持改善事業の活用路線

4-6-1.地域間幹線系統について

（１）地域間幹線系統の概要

以下の①～⑧の全ての要件に適合することが必要となる。

①路線定期運行

②複数の市町村にまたがる系統

③広域行政圏の中心市町村、都道府県庁所在地、広域行政圏の中心市町村に準ずる生

活基盤が整備されていると都道府県協議会が認めたものへの需要に対応して設定

④１日当たりの運行回数が３回以上

⑤（計画平均乗車密度÷計画運行回数）の式によって算出される補助対象期間の１日

当たりの輸送量が 15～150人見込まれ、かつ過去２ヶ年連続して１日当たり実績輸
送量が 15人未満又は 150人超でない

⑥補助対象期間に当該系統の経常収益の見込額が補助対象経常費用の見込額に達していな

く、過去２ヶ年連続して経常収益が経常費用を越えていない

⑦補助対象期間の末日（9月 30日）において引き続き運行される
⑧第７条第５項に規定する改善計画を実施する系統であって、当該改善計画の期間終

了時において当該改善計画で設定した目標値を達成したもの

（２）地域間幹線系統の概要

Ｎ－バスでの適合性のポイントは②と⑤となる。

②に該当する路線は、名古屋市にまたがって運行する藤が丘線となる。

しかし、Ｎ－バスで最も利用者が多い藤が丘線でも⑤の要件の１日当たりの輸送量が15
人に満たないため、地域間幹線系統に適合するＮ－バスの路線はない。
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4-6-2.地域内フィーダー系統について

（１）地域内フィーダー系統の概要

・補助の適用を受けるには、下記①～⑦の全ての要件に適合することが必要となる。

①路線定期運行（Ｎ－バスに該当する内容のみ記載）

②次のいずれかの要件を満たす系統（Ｎ－バスに該当する内容のみ記載）

1）補助対象地域間幹線バス系統のフィーダー系統であること

2）交通不便地域における地域間交通ネットワークのフィーダー系統であること

※Ｎ－バスの場合は、半径１㎞以内にバス停、鉄軌道駅がない地域を交通不便地域

としての指定を受ける必要がある。

③地域における既存の交通ネットワークや生活交通ネットワーク計画の地域間幹線系

統に係る部分の記載との調整・整合が図られている

④1）当該補助対象期間中に新たに運行を開始する、2）既に運行を開始しているもの
で生活交通確保維持改善計画に基づき新たに地方公共団体が支援を開始する、3）前
年度補助対象期間中から生活交通確保維持改善計画に基づき運行されている、のいずれ

かに該当する

⑤補助対象期間に当該系統の経常収益が補助対象経常費用に達していない

⑥補助対象期間の末日（9月 30日）において引き続き運行される
⑦（輸送人員÷運行回数）の式によって算出される補助対象期間の１回当たりの輸送

量が２人以上であるもの

★Ｎ－バスでの適合のポイントは上記の要件②となる。

＜上記の要件②を満たす系統のイメージ図＞

1）補助対象地域間幹線バス系統のフィーダー系統のイメージ図

2）交通不便地域における地域間交通ネットワークのフィーダー系統のイメージ図

半径１㎞
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（２）Ｎ－バスで要件②を満たす系統

1）補助対象地域間幹線バス系統のフィーダー系統

・Ｎ－バスが接続する他市の路線の中において、補助対象地域間幹線系統の指定を受けた

路線は、下記の日進市の路線である。

●日進市くるりんばす：五色園線（Ｎ－バスと長久手古戦場駅で接続）

・見直し路線では、中央線、西部線、東部線が日進市くるりんばすの五色園線と接続する。

・このうち、東部線については見直し前の現在の運行系統と大半が重複し、前述の地域内

フィーダー系統の①～⑦の要件のうち、「④ 1）当該補助対象期間中に新たに運行を開
始する」系統に該当せず、要件④の 1）～3）のいずれも満たさない。

・そのため、補助対象地域間幹線バス系統のフィーダー系統として適合する路線は、中央

線、西部線となる。

補助対象地域間幹線系統との接続箇所図：見直し路線のＮ－バス路線の場合

くるりんばす

五色園線

長久手古戦場駅で接続
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2）交通不便地域における地域間交通ネットワークのフィーダー系統

・半径１㎞以内にバス停、鉄軌道駅がない交通不便地域として指定を受けた範囲を運行し

地域間交通ネットワークに接続する路線が該当する。

・見直し路線では、三ケ峯線がその１キロ圏外を運行し、交通不便地域における地域間交

通ネットワークのフィーダー系統として適合する路線となる。

既存駅・バス停（リニモ・名鉄バス）から１キロ圏外の範囲図：見直し路線のＮ－バス路線の場合

（３）Ｎ－バスで要件を満たす系統のまとめ

地域公共交通確保維持改善事業のフィーダー系統の要件を満たす路線は、下記のとおり

となる。

1）補助対象地域間幹線バス系統のフィーダー系統

・中央線、西部線

2）交通不便地域における地域間交通ネットワークのフィーダー系統

・三ケ峯線
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ロ
程

を
記

載
し

、
も

う
片

方
の

欄
に

「
循

環
」
と

記
載

す
る

こ
と

。

３
．

「
利

便
増

進
特

例
措

置
」
に

つ
い

て
は

、
地

域
公

共
交

通
利

便
増

進
計

画
の

認
定

を
受

け
、

地
域

内
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統

に
係

る
特

例
措

置
の

適
用

（
別

表
９

）
を

受
け

て
補

助
対

象
と

な
る

場
合

の
み

「
○

」
を

記
載

す
る

こ
と

。

４
．

「
運

行
態

様
の

別
」
に

つ
い

て
は

、
路

線
定

期
運

行
、

路
線

不
定

期
運

行
、

区
域

運
行

、
乗

用
タ

ク
シ

ー
に

よ
る

運
行

の
別

を
記

載
す

る
こ

と
。

５
．

「
補

助
対

象
地

域
間

幹
線

系
統

等
と

接
続

の
確

保
」
に

つ
い

て
は

、
地

域
内

フ
ィ

ー
ダ

ー
系

統
が

接
続

す
る

補
助

対
象

地
域

間
幹

線
系

統
又

は
地

域
間

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
ど

の
よ

う
に

接
続

を
確

保
す

る
か

に
つ

い
て

記
載

す
る

こ
と

。

６
．

乗
用

タ
ク

シ
ー

に
よ

る
運

行
の

場
合

は
、

「
運

行
系

統
名

」
「
利

便
増

進
特

例
措

置
」
に

つ
い

て
記

載
を

要
し

な
い

。

７
．

本
表

に
記

載
す

る
運

行
予

定
系

統
を

示
し

た
地

図
及

び
運

行
ダ

イ
ヤ

を
添

付
す

る
こ

と
。

乗
用

タ
ク

シ
ー

に
よ

る
運

行
の

場
合

は
、

営
業

区
域

を
示

し
た

地
図

を
添

付
す

る
こ

と
。

リ
ニ

モ
の

公
園

西
駅

に
接

続
③

循
環

③
循

環

名
鉄

バ
ス

（
株

）
(9

)
三

ケ
峯

線
平

日
便

市
役

所

三
ケ

峯

ニ
ュ

ー
タ

ウ

ン

市
役

所
往

 1
5
.0

km
2
4
6
日

12
2
5.

0
回

路
線

定
期

②
(2

)

5
8
0
.0

回
路

線
定

期
①

日
進

市
く
る

り
ん

ば
す

の
長

久

手
古

戦
場

駅
バ

ス
停

に
接

続
市

役
所

長
久

手
古

戦
場

駅
市

役
所

往
 1

8
.4

km
1
1
6
日

名
鉄

バ
ス

（
株

）
(8

)
西

部
線

左
回

り
土

休
日

便

路
線

定
期

①
日

進
市

く
る

り
ん

ば
す

の
長

久

手
古

戦
場

駅
バ

ス
停

に
接

続
③

循
環

①
日

進
市

く
る

り
ん

ば
す

の
長

久

手
古

戦
場

駅
バ

ス
停

に
接

続
③

循
環

名
鉄

バ
ス

（
株

）
(7

)
西

部
線

左
回

り
平

日
便

市
役

所
長

久
手

古

戦
場

駅
市

役
所

往
 1

8
.4

km
2
4
6
日

17
1
5.

0
回

日
進

市
く
る

り
ん

ば
す

の
長

久

手
古

戦
場

駅
バ

ス
停

に
接

続
③

循
環

名
鉄

バ
ス

（
株

）
(6

)
西

部
線

右
回

り
土

休
日

便
市

役
所

長
久

手
古

戦
場

駅
市

役
所

往
 1

8
.6

km
1
1
6
日

4
6
4
.0

回
路

線
定

期

③
循

環

名
鉄

バ
ス

（
株

）
(5

)
西

部
線

右
回

り
平

日
便

市
役

所
長

久
手

古

戦
場

駅
市

役
所

往
 1

8
.6

km
2
4
6
日

14
7
0.

0
回

路
線

定
期

①

4
6
4
.0

回
路

線
定

期
①

日
進

市
く
る

り
ん

ば
す

の
長

久

手
古

戦
場

駅
バ

ス
停

に
接

続
市

役
所

長
久

手
古

戦
場

駅
市

役
所

往
 1

8
.4

km
1
1
6
日

名
鉄

バ
ス

（
株

）
(4

)
中

央
線

左
回

り
土

休
日

便

長
久

手
市

名
鉄

バ
ス

（
株

）
(1

0)
三

ケ
峯

線
土

休
日

便
市

役
所

三
ケ

峯

ニ
ュ

ー
タ

ウ

ン

市
役

所
1
1
6
日

4
6
4
.0

回
路

線
定

期
②

(2
)

リ
ニ

モ
の

公
園

西
駅

に
接

続
③

日
進

市
く
る

り
ん

ば
す

の
長

久

手
古

戦
場

駅
バ

ス
停

に
接

続
③

①
日

進
市

く
る

り
ん

ば
す

の
長

久

手
古

戦
場

駅
バ

ス
停

に
接

続
③

名
鉄

バ
ス

（
株

）
(3

)
中

央
線

左
回

り
平

日
便

市
役

所
長

久
手

古

戦
場

駅
市

役
所

2
4
6
日

14
7
0.

0
回

路
線

定
期

①

市
役

所
1
1
6
日

5
8
0
.0

回
路

線
定

期
循

環

往
 1

8
.4

km

循
環

市
役

所

名
鉄

バ
ス

（
株

）
(2

)
中

央
線

右
回

り
土

休
日

便
市

役
所

①
日

進
市

く
る

り
ん

ば
す

の
長

久

手
古

戦
場

駅
バ

ス
停

に
接

続

往
 1

5
.0

km

循
環

市
区

町
村

名
運

送
予

定
者

名
運

行
系

統
名

（
申

請
番

号
）

系
統

キ
ロ

程

名
鉄

バ
ス

（
株

）
(1

)
中

央
線

右
回

り
平

日
便

市
役

所
長

久
手

古

戦
場

駅
③

長
久

手
古

戦
場

駅

運
行

系
統

地
域

内
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統

の
基

準
適

合
（別

表
７

及
び

別
表

９
）

往
 1

9
.1

km

循
環

往
 1

9
.1

km

計
画

運
行

日
数

計
画

運
行

回
数

利 便 増 進 特 例 措 置

2
4
6
日

17
1
5.

0
回

路
線

定
期


